
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



法人虐待防止部会より 

 

 

 
 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「お疲れさま」 「ありがとう」 「助かったよ」 

その一言が職場を温かくし、利用者が安心して過ごせる環境に繋がります。 

虐待防止は「人を責める」ことではなく、「支え合う」ことから始まります。 

虐待の背景に職員のストレスや感情の負担があるケースは少なくありません。だからこそ、私たちは“安心して

働ける職場づくり”を土台に、仲間に寄り添い、思いやりのある言葉で支え合うことを大切にしています。 

 

私たち法人虐待防止部会は、「職員が気持ちにゆとりを持てる職場づくり」が「利用者 1人ひとりに寄り

添う支援」に繋がることを信じています。 

私たちは、心の余裕を持てる職場づくりを通して、虐待を未然に防ぎます。 

現場の声に耳を傾け、働く環境と職員一人ひとりに対し両面からアプローチしていきます。 

 

一人ひとりの小さくても前向きな行動が、温かい職場と安心の支援をつくります。 

虐待防止は、特別なことではなく日々の「ありがとう」から始まります。 

 

「職員のゆとりが、安心の支援を生む」 

 

「自分から動けば、職場が変わる」 

 

今回、広報部と虐待防止部が連携を図り、本稿の菜の花だよりに虐待防止部の「想い」や「行ってきたこと」 

を掲載することとなりました。是非ご一読ください。 

 

「にやりほっと月間」 

相手の良いところを見つけて、認め、 

感謝を伝える取り組み 

 

「温かい言葉で〜自分の職場は自分で磨く〜」 

まず自分から声をかけ、認め、感謝を伝える 

ことを大切にする取り組み 

 

 



 

 

 菜の花作業所では、虐待について「自分たちで考える」「わかりやすく伝える」ことを念頭に、

事業所内の虐待防止委員を中心に、職員、利用者、保護者役員などが外部の方も含めた虐待防止

ミーティングを年二回実施しております。その活動の一環として、利用者リーダー達からポスタ

ー制作をしたい！」との声が上がり、4つのグループでアイデアを出し合い、ここに掲載してい

る色とりどりのポスターが出来上がりました。 

 リーダーが中心となり、利用者の皆さんだけで仕上げました。その後、障がい者作品展に出展

する中で江戸川区権利擁護課の目にとまり、虐待相談ページへの掲示などに採用されることに

なりました。 

 

 

   

取り組み紹介（菜の花作業所）

 

 

 

 

 

 

 

わたしたちが 
描きました ! 




